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１．【はじめに】 

緊急事態宣言解除に伴い、千葉県の方針に従うことを前提に、感染予防対策に

配慮しながら、また全日本軟式野球連盟および千葉県野球協会より示されたガイ

ドラインに則り再開させていただく前提で、本ガイドラインは千葉市野球協会（以

降、当協会）独自な事項を記載させていただきます。 

全日本軟式野球連盟および千葉県野球協会のガイドラインは、各々の団体作成

のＨＰをご参照ください。 

    ・全日本軟式野球連盟 http://jsbb.or.jp/  

    ・千葉県野球協会   http://chiba.az2.jp/    

なお、本ガイドラインは、現段階で得られている知見等に基づき作成していま

すので、今後の知見集積及び各地域の感染状況を踏まえて見直すことがあります。 

 

２．【感染予防対策】 

（１）チーム（参加者）・役員・審判員への事前注意および依頼事項 

  ①感染拡大防止のためにチーム（参加者）は本ガイドラインの遵守にご協力をお 

願いします。なお、協力を得られないチーム（参加者）には、他の参加者の安 

全を確保する等の観点から、大会への参加を取消したり、途中退場を求めたり 

することがあり得ることを申し添えます。 

②参加者、チーム関係者、役員、審判員は球場に入る際、必ずマスクを着用して 

 ください。 

③試合時の攻守交替決定時や大会運営側ならびに審判員からの諸注意をチーム 

に伝える場合は、各々マスクを着用し行ってください。 

④タオル、ペットボトル、コップ等の共有は避けてください。 

⑤練習場所には消毒液を持ち込んでください。 

  ⑥チーム内、大会および大会関係者において、感染者が発生した場合 

・チームの活動停止および大会を即中止とします。 

・チーム内で発生した場合は、後述の事項を当協会へ報告をお願いします。 

・当協会より、他チームへ連絡および千葉県野球協会など関係者に報告します。 

・報告事項 

  発症日、性別、年齢、連絡先（チーム責任者）、 

カテゴリー（学童・少年・一般）、直近の活動参加日、場所、参加人数、 

転帰（感染した後の状況） 

・提出いただいた健康チェックシートを関係機関に公表する場合があります。 

・感染者を誹謗中傷したり、非難したりすることが無いように配慮をお願いし 

ます。 

http://jsbb.or.jp/
http://chiba.az2.jp/


  ⑦試合に関わる者すべては、試合日の２週間前からの行動を記録（様式任意）し 

てください。 

 

（２）チーム（参加者）の対応 

①参加者は検温を実施し会場に来てください。 

②参加者(チーム代表者は)健康チェックシート（チーム用）を大会本部に提出し 

てください。 

  ③ベンチ内に居る時には、全員がマスクを着用することを推奨します。ただし、 

熱中症予防に配慮してください。 

競技中のマスク着用については、選手の判断とするも軟式野球の競技環境およ 

び競技の特性を考慮し、マスク着用の義務付けは行いません。 

④円陣や密集しての声出しなどの機会は控えてください。 

⑤肌が触れ合うハイタッチなどは行わず、各々コミュニケーション方法を模索し 

てください。 

  ⑥守備側がマウンドに集まり会話するときは、グラブで口を覆ってください。 

  ⑦バット、キャッチャーマスク、ヘルメットは個人用が望ましい。 

  ⑧前の試合開始予定時刻以前に会場入りしないようにお願いします。会場入りし 

た場合は車内で待機をお願いします。 

  ⑨試合終了後は、ただちに会場からの退出（駐車場にもとどまらず）をお願いし 

ます。 

 

（３）運営側の対応 

①大会運営スタッフや審判員にも健康チェックシート（役員・審判用）作成を行 

います。 

②試合会場には、消毒液などを設置します。 

③入場前に、非接触型体温計にて選手一人ひとりに検温を行います。このとき、 

検温者（役員および審判員）は、マスクを着用する。 

④試合間のインターバルを通常より長く設定し、選手ならびに関係者の密集のリ 

スクを回避する工夫を行います。 

・ベンチ入替時は、前の選手が全員出てから入る（出入り口で密とさせない）。 

 従来依頼している、次チームは入場口右側に用具を置きアップを開始する 

ことを徹底させる。 

  ⑤選手やチームを集めるなど、密集することがないように配慮します。 

・試合前の整列は、監督またはキャプテン同士の挨拶とし、両チームが整列す 

 ることは省きます。 

・ベンチ内に密を発生させないため、ベンチ前に白線を引きベンチ領域を広げ 

 ます。 

・塁上での、走者と野手の会話は禁止します。 



⑥本部で対応する時には、全員がマスクを着用することを推奨します。ただし、 

熱中症予防に配慮してください。 

競技中のマスク着用については、審判員の判断とする。球審はマスク着用する 

ことが望ましいが、軟式野球の競技環境および競技の特性を考慮し、球審のマ 

スク着用の義務付けは行いません。 

  ⑦観客席が「密」にならないように、貼り紙を貼ります。 

  ⑧トンボなど用具について、使用の度、消毒を行う。 

 

以上 


